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新楽師寺は天平19年(747)に聖武天皇の病気平搭.を祈って光明皇后が建立されたとし、い (東大

寺~録) ， 一説に天平1 7::下 (統 1:1 木紀) とも伝えられている。本寺の本坊木造薬師如来坐像， 木

立については制作年代等についての定説がなく ，木絡的調査も行われていなかった。こうした

ことから本尊については1975年12月，文イ化ι庁美争訓術|将守工公
工3芸2研究室の手手.で調査が行われTた-。その際本P'1像の像内から発凡された納入経はl罷史研究室が

調査を担当することとなり，これと並行して本尊像と密接な関連が予想される木堂の調査も建

造物研究室によって行われた。今回の調査は各部門とも今迄になく詳潟11かつ本格的なものであ

って ， その結果は不砂jの点の多かった新薬師寺の Llt~ ， 文化財について解明するところも少な

くないと考えられる。なお，建造物研究室でl土木堂とともに地球堂等の調査も行っており，あ

わせて報告する(口絵2，3)。

1 木造薬師如来坐像

~ Im の制査は修理調査が主目的であり ， 2 mv:こ近い巨像を台座から下す大がかりなものとな

った。坐阪の椛造や妓法については，19751下6月に奈良国立博物館と協同で行った予備調査の

結栄がほほ.衷付けされた。

{象は蝦:髪を他付け， ヰ染者1;伏， 三道を}I~ I却 し， 身には大衣を {国祖右肩にま と い ， 各屈皆して

左手をl路上に置き，手γ!ーをわずかに内側に向け，2ï~を仰)~、で第 2 ・ 3 ・ 4 指を軽くまげて薬珪

をとり，右手は前方に出し手官l・をやや外に聞け第3指をわずかにまげてゴ止を聞いて立て，左足

を外に結協IN_k坐する。材質は1w材，頭体収幹部は両手上jJi!J.内側部，脚部正面の一部までを含め

てー材から彫成，後頭部と背而に分けてそれぞれ内容IJを施し，~象のほぼ中央に龍められた木芯

のl~fl分を取去り ， 後頭部は植付けた脱援の下に横長の蓋仮を， 体{fflは撚下からj也付に至る長方

形の背板を当てている。なお頭頂の部分と頭体の内ぢIJの境の部分(頚部)，即ち木芯が取除かれ

なかった部分は後世に何 らかの衡撃をうけたためか欠失し，現状では，内側がi也付から頭頂ま

で11通し， 頭頂には銅仮 (後iili)を当てて誕をしている。この根幹材に左布lJ外側部，右手上j]l!j.

外側部に各別材を却|付け，左手首，右手肘付近をさらに灼|付けている。両脚部は10数材の縦木

を上体の木目に合わせるように揃えて休部材を組入れるように却|付けている。装先は後補。

光背は二重円相光。頭光は中心にi草花八諜(イー一方二j"@則、J)，その外に放射光をあらわし，

二重の組でくくった連珠文帯の宿輸をめぐら し，外聞は四~~と宝』目撃~文を配し， 外縁に密輸

(1付|割分に-{E弁擦を加えたもの)をめぐらす。身光は内問1!lfi文，外|出土光脚先端から仲びた宝村J!I密

主立と荷葉を配し，頭光と同級にそれそ!;I't礎輸をめぐらす。頭 ・身光共外閤左右に化仏を付す

(政光分 2n福一後初ì，身光分 H区)。 化仏はそれぞれ本P，~: (!象と同形で， 光背は二重円相光(1m縁部欠

失)，台目玉は荷業座で，下方からや11ひ'た宝相撃の茎上にのる。周縁部は宝杯|撃ー業及び火焔をめぐ

- 2ー



美術工芸研究室 .J後史研究室 ・ 札!l，i~~研究~;{

らし，頂上に火焔付の宝珠を付す。

光脚は五頭形荷諜，下辺に蓮弁を

並べた受座を十lす。以上光背は桧

~~製 ， r4~箔 (後初ì)。二.ill: 門-1'11 ， 川

縁部光州!など主2l!部は縦3材対|で，

化仏の光背もこれらの材から彫出

している。これに頂上の宝珠，火

tEi，化仏を受ける宝州軍等を矢)1よe.

し，以上を光脚の受tl~に!氏込み ，

台座上に固定し，台陸上枢から立

てる八f1Jの支柱で'支えている。化 釘n阿波r:iIi!lll*保， f匁氏の1.';1合図

仏はいずれも桧材 ・ 淡箔 ， 右中段像のみ~I'f守IJを行っているが他は荷葉J~l~ までを合み丸彫とし，

1I:.f.頭や荷葉の-1{ilなどを矧足している。各像は背而に打たれた鉄又l士銅の]);13 Ol~で光背に付す

L字型金具にかける。

台座は宣字形袋懸峰。 上程正面及び左右前半に誌を垂らし，受花 (fU介)，服部は凹!lIJ.¥に柱

を立て，そのI1JJに鋭板を当て，柱を挑んでfflU板を当て鏡板をJ協狭川形に践す。反花 (佐一介)下総

(ブ7形)2段からなる。いずれも桧材製で，J二位は凶ブJ勿|寄， 中火部は51文の防材を張る。受

;(E ， 反花， 下駐第 1 段，同第 2 段はし、ずれも四方矧1.;，服部は柱，絡狭山形~fIj板各ー材製， こ

の内側に 4 本の補強柱と~2枚の化粧束を立て， その川に繊材・の鋭仮(，iij後2えび右側分任1材，

左側分 2 料)を当てる 。 垂裳はïìíj面縦 4 材矧，両~lIJ分 2 材矧 ( ，ìíj方縦H，後ブi j北村)，なお台lili:内部

に松材の補強架梢(後白Ii)がある。垂設は漆箔(後tili)，JI製部の柱，化物E束を古色とする他， 京

地のままとする。

今回の調査で特に注目されたのは本体の木'がである。この像は従来からはほぼ全容を桧の

材から!桜山したものといわれていたが，予hii品IH生の際に，f匪材であること，両脚部に不整の知|

材・のあること， 内引が施され背舷を当てていること， 両手がタ~ I付けであることなどが7ì(É~2，さ

れ，その後，自民を移動した結果，前述のよう な詳制が判別した。一木といわれていたのは，雨

脚部や右腕の釘I~~' ~;こし、ずれも縦材を1*川し，あたかも -~~から彫IU したように木目を意識的に

揃えて~tJI合せていたためである。この像の場合， このような桃造か ら舵定すると ， 元*全谷を

一木から彫1:1:¥するのがlol的であったが，(:象高191.5cm，膝張154，Qcmに及ぶ{象を彫山する似材が

得られなかったため両脚部等を免) 1起したものと考え られる。飛鳥時代の木h'~Ú象が桃造や伎wの

面から金銅像をそのまま木彫に移した感があるのに来lし，本i象の場合は木彫としての芯、識を-1・

分に認めることができる。しかも像のほぼ巾心部を通る木;出をIlil.l除いて内側を施すのは，木材

の保存上の性質を作者ーが理解していたためであろう。

次に様式的な特色である。幅と奥行を十分にとった耳い休部に|眼州立ちをはっきりと刻んで，
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測点|法 lt

本体像高 191.5cm 

後際-';1ft 38.3 
而 39.2 

耳: 張 51. 7 

ifJI 奥 5l.3 

IJ.J 張 152.2 
11句 !享 61.5 

lIu J享 75.0 
IMi ;)Jえ 154.0 
1M; 奥 126.1

勝点各 I 31.2 
光背総向 I319.5 
11立大猿 I262.5 
化仏全商 143 . 4~49 . 0

fi'!坐総高 I104.5 

第 l表
族自Ii如来像法111・

新薬師寺総合，V，¥l.tf.

特にまぶたの輪車ijiや衣の縁などは鋭角にI食込むように刻んでいる。煩

や胸などは肉を十分残しくびれもはっきりと深くあらわし， 見4!~な刀

のl!.Iえが感じられる。 こうした特色は唐招提寺に伝わる木彫l作(天王IL

l時代後半〉との関連も想起されるが， むしろ中国唐|時代の制像彫刻が

様式上からも妓法而からも基となっているのではないかと想像され

る。なお光背の立匠は独特のものであるが，強L、て類例を求めると京

都勝持寺薬師如来坐{象 ({，匁山9.1cm)があげられる。 この{象は絵材・の丸

彫 (光背，台肢も共彫)で， いわゆる出像彫刻とH手ばれており，本休の

表現にも共通点が認められる。

新薬師寺の本寄与像は儀式的に本~#が再興された延1~12::p(793)頃の制

作と考えられてし、るが確たる証拠はなく ，むしろ今回の制査で判別し

たWt成や校法，或は木2li.:との凶民|刻係などから今後の研究によってそ

の位世づけがなされるであろう。

t.r，お，後述の納入品は像内|人Jl，jlJ部，像l伝から約30cOI'I¥4iの{立ii1に前後

に波された2本の伎(後tllDの上にi泣かれた杉*'fiに納められていたもので， このうち法務経8

巻は本像とj梓liiii後する頃のものと認められるが， (1象内の内等IJの状態や納入前況から，当初の納

入品で‘あるか， 追納入であるかは断定し矧:い。(lI l'I'議).J~)

2 薬師知来像内納入品

像内より発見された納入1171は法務経 (8巻)， 手錫|北 (1附)，法螺以 (11ユ)，納入品事館箱

( 1合，今回収ll¥されたのは策のみ)，明治年IBI納入阪i文等である。 ここでは紙数の都合上， 法務

経ならひ'に納入1171奉龍fI1i議についてのみ述べることにする。

法華経 8巻 巻子本，料紙鼓般紙，墨!JI.線，原表紙 (尚!麻紙)，l.lI('l!dl G!~iヰ:朱邸付;llqh ) ， 1行

lT-)'_:， 白点 (仮名，ヲヨト点)，縦27.5cOl

本文 ・外題ともに全8巻すべて|司詑で， 1人の手により訂'_!_iされたものである。その討法を

比ると，奈良時代後期の写経に通ずるものが認められる一方で，それがiiJiれ話者自身の市Ni.が

顕著に現れた個所が各所に入り交っている。これは'デ経に際して不IJ JIJ した院本の ~Ii-法に強く影

押されながらも， 11守に個性が表に/1¥てうIEたことによるものであろう。筆者の個性が現れた例所

の古法には平安時代初期のものに一脈m通ずるところも認められる。 したがって，奥出はなく
正確な書写年代は不切jであるが，木経の古:tJは奈良H寺代末JVJ乃至平安11寺代極初期 (8世紀ぷ7う£

9世紀初頭)頃と椛定しうる。なお苫法の統一性に欠けることにより，この筆者は写経企のよう

に写経に慣れた人で‘はなく，したがって写経所て~~~tτされた経ではないであろう 。

8巻全体にわたって自点 (仮名 ・ヲコト点)が付せ られてお り， またその白点の tに虫ねて朱

句点が打たれている。 l土Il.1，・朱点の翠1I務状況より，自点が先で朱句点は後と見られる。朱句点

の打ち方は~であり，文章の大きな段落を示すために付けられたものである。このヲコト点は
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現在失fIられているヲコ ト点の系統と

は大きく)'I!ーなっており，ネi:多k点とH干

ばれているものの背11矧に属する。ま

た星点(・〉が主で，それ以外の総

点(1，一等)の種矧は極めて少く，

またおは点の形も乱雑で紺l.w:く ，級点

との区別lが*;)らtっしL、形のものも少

くとEし、。これらの現象はヲコト点発

達!と上極初期のものに多く見られる

ところである。また仮名字体は万ー葉

仮名木(立で，日見学の画の-l"fiiを省略

して('1"られた省回休仮名が少い。さ

らにその'j-:形は大形で，後|止のi史文

の燦仮名 ・送仮名のような小学では

なく . *火; の 1免乍に匹敵する ~~i\ の大

学のものも数多く見られることがれ:

日される。

JJ!在.JJII点年代をゆlらかにしうる

最古の訓点資料は『成実諭』天長5年

( 828 ) 点 (~\~Jlih:!j. ・東大寺) である 。

この天長5イr.点は四1);点 ・仁有11波i卸
おí~2同法華経部分

. I~ï，系の第- Iif点に属し， ~.点の他にお~}.I!. も多種類)IJ \， 、られ， ヲコ卜点としてはかなり整備され

たものとなっている。またその仮名字体も万葉仮名は少し省画体仮名木位と危っており，そ

の'ιj彰も小さくなっている。

このように，この法華経と成実論の1.'01点を比較してみると大きな相|迫点があり，この法華経

I~'点は1I}!li;史論』天長 5 ~ I.:.点よりも ï~ï休を示している 。 したがって法華経古点の加点fド代はフミ長

5年よりもi切lることが般社llJされる。しかし現在では天長5年以liijのJJII点イド代を別示する資料と

しては，延暦年間に句切点 ・返点を加点したことが矢nられるものがあるのみで，ヲコト点 ・仮
名については明確に(，1:代を示すものは存在しなし、。したがって国語学上はこの法務経古点は弘

仁作 I: Hを降らえEい平安時代i盃タ1J~1頃の )JII点ということができるに過ぎなし、。しかしその11寺JVlは

苫風による苫'..!_iのH寺Jmと大きく|府たるものではなく，加点は』与後11¥1もない頃と考えられよう。

~ミ句点の加点王|三代は未詳であるが， その朱はやや制色を;11~;びていることにより ，干渉:時代初J

JU1 7~至はそれに近い刷といえる。その打ち力より，文ì;í:の大きな段協を示すために|土l点の rilìll}J

として)11¥，、られたと考・えられ. 1土l点とほぼ同時であったとして差文えなかろう。
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後述の奉能箱蓋銘によれば，本経は元被11年(1698)7月I *~~修理の際に紺l字法華経 ・ 金剛

般若経 ・薬師本願経とともに{象内より発見されたもので，本法華経のみが再度像内に納められ

たため今に存することができた。この法華経の納入時期については本尊造立当時またはそれよ

り後の或時~VJの二つの考え方が成り立つ。しかし本経発見時には表紙は挨による若干の汚れは

あったが，手j祭れによる汚れは認められなかった。 これは占写加点より納入までの期|日lがあま

り長くなかったことを示すものである。また像内納入経のlJ1.存例を見る限りでは，願主もしく

は関係者が自身で岳写するかまたは新ftilUせしめた写経 ・版経，もしくはとくに関係の深い本，

或は二親 ・先nmと因縁の波い本を納入するのが通例である。したがって本法務経も，かなり後

代になってからたまたま手元にある経を奉納したとするよりは，薬師如来像造立直後に納入さ

れたと考える方が妥当なのではなかろうか。木像造立が一般に推定されているように延暦12年

(793)頃とするならば，本経の苫写ならびに加点はそれをややi朔る頃と推定される。

奈良~平安時代初期頃古写の法華経は数多く現存しているが，当初のままの安でl部8巻具ー

附して伝存している例は極めて荷iで，その点でも注目すべきものである。またもしその納入時

期が造立当初とすれば，本経由点の加点王|て代もかなり限定され，国語史資料と しても極めて自

重なものとなる。また像内への仏舎利 ・経典 ・距n文納入の現存例としては最古のものとして大
きな問題を投げかける。なお白点については築島総 ・小林芳規氏の御l教示によった。ここに記

してあっく御礼申 し上げる。

納入品奉範箱蓋 l口 杉材，斑艶造I ttt38. 5cm，横22.4cm， ~討さ 4.5cm

蓋内面には右砲のよ

うな;N{lr銘が記されて

いる。材色より凡て元

被12作に新材ーをもって

イ乍ったものではなく ，

古材を利用したものと

見られる。 この銘文

と，元禄13年7月にか

の有名な護持院隆光に

よって('1'られた 『新薬

師寺縁起』とによって

元禄年nnの修溜!の状況

を匁1ることができる。
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3 本堂付地蔵堂

現在の新薬師寺は春日山麓の酉と南に聞けた低い丘陵の末端上に立地する。 天王|正勝宝 8歳

(756)の 「東大寺山堺四至図」には京大手!j'法草-堂の其iyjに当るところに 「新薬師寺堂」がJHiか

れている 。 これが七仏~r:iIi(象を本坊としてまつった定Ij建当初の金堂とすれば，現ミ~，:l也よ りも r~

方にあり，現在の本薬師IlIJあたりに般定される。

現在の本堂の建立年代は様式」二，天平時代のm立と認められているが，そのIJ:I緒は切らかで
ない。応和2年 (962)の大風で-金主が倒れるまでは，本堂と金掌は共存していたよ うである。

応和の災害以後，金堂を再建したかどうかは切らかでないが，平安l時代末頃には現本堂が寺院

の中心となっていたと考えられる。現在の寺地が当初から寺域に含まれていたとすれば，その

東北隅にあたる位位にあ り， 倉IJ建伽目立とは別個の別院的な存花であったと思われる。

現在， 境内には本主(図~n を中心として， その前方束に鈍楼 (m文) . 西に地蔵盆 (重文) が

あり，本主の正面にI有門 (重文).東に束門(月1文)を聞く。これらの建物の建設年代は，木立

は天平時代末~VJ. 東門は鎌倉時代初頭を降らず， 鈍楼は鎌倉時代初j別， 南門は鎌倉時代末期と

推定され，地蔵堂は棟木墨苫銘により文永 3ijo(l266)と限定した。 このように，鎌;Q-II寺代を通

して現在の寺地は整備されたようであるが. Il奈良坊日 ~ llI fiW j (~(~~20ir:: . 1735). Il大和名所図

会.JJ(究政3年.1791).寺政717図 (明治2年)によると江戸時代にはこれらの建物のほか釈迦堂，

大日堂などの小笠があった。現布のi也j拭立はもと貨'il楼の西に近般 して~っていた西正而の建物

で，現在の地球堂あたりには釈迦掌.r句門外の京11必に大日立(明治2i l~古図にはj也桜並と記す) が

あり，明治前半期に釈迦盆，大日並を廃して地政堂を現在地に移していることが判明した。

以下は調査した各建物のうち，本~と特に新しい女n見をMたi也蹴堂についてのベる 。

本堂 入母屋造， 本瓦lrで . ~胞上に建ち，内部は土11 \]. 天井は化粧毘板裂である 。 内~lll+，

fよとの円形須弥砲に本時木造薬師如来坐像と，その廻りに十二判明立像をまつっている。

m立後の経過については古材を分類すると，平安時代巾頃に柱の取替えに及ぶ修理があり，
更に平安時代末から鎌倉H寺代初HiJ(にかけて . iliill部 ， 紅l~ . ，m f{~等の全般にわたる大修理liが認めら

れる。鎌倉時代初期頃には内陣に天井を張っている。『新薬fITIi寺縁起』によると延民3年(1310)

には正面に礼堂を設けている(天:;11'.と干し並はともに明治修思に際して撤去された〉。 また，繋虹架や}fJ

木等に松材をF日L、た中世材があり， 後世・の大修理も再三にわたって行われている。元拡(12年

(1699)の本尊木造薬師如来坐像の修理に際して，本堂にも修理を))11えたと忠われるが切lらか

でなし、。内陣正而の柱絵はこの頃のものと考ーえ られる。柱に成るiH跡や古閑等によると，側而

やw而のJ!tの随所にI/¥j仕切や中二階を設けており，参簡等にあてられていた。
明治30年 6月古社寺保存法が制定されると，同年12月に特})I](来設住造物に指定され，この川

に解体修理が行われて . :ill立当初Jの~に復原された。

平田規模は母屋がIfJ行51/¥]， 架IUJ31日lであり.)，'OI聞に庇をめぐらす。 柱!日]寸法はH:r行中のj/¥J

4.772m (天平尺16尺)で特に広く，その他は桁行，架I/¥Jともに2.983m(天平尺10尺)である。
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新楽師寺総合調査

tr~ 4 岡修理古íj の本 ~ß:

tï~ 61主|木:hl: lni ITfi凶

基位は花l劫岩組t加で・，正而311¥1.両側l而中火 11日lに石|併を設けている。この基壇は延鹿3

年に礼堂を取付けた際のものと考えられ，切l治修理に際して礼堂を撤去したために正而基凶を

縮めて盤bIHされている。

柱は丸柱で， 柱llJiに丸!外とを付け， 柱径は |二下の差がなくl膨らみはなし、。 柱llJiには:須賀を通

し，側i柱，入側柱とも大斗Hサ・木をi泣き，柱Htlに11¥1斗束を立てて断而円形の桁を受ける。側柱の

大斗J!-l木には撚gl[架をかみ合わせて入側住とつなぎ，内部は'1'火:1こ4j函りの大虹架を深けてい

る。H・l木と虹架はJ灯火きに組合わせて大斗に切込んで納める。

::a:飾りは家叉 訂 ， 内部大自I架の |ては合 I:;l~を梨 lみ ， 入側HÎ と~~!木の '1'11 11に !な照HÏを通している 。
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美術工芸研究室 .!医史研究室辿造物研究令.

第51刻 現 在の水笠

tiHI文lオ;: 1:1:司ιilii I~I 

実の家うえl守は側而の入側|行に

II~(控メ 前・束と x了í"W を立.て

るoilllは二qq:繁垂木で. 1支

l尺に官IJ付けている。地垂木

には断而円形の当初'}i材を残す

が.;I~めの {(j垂木はすべて rl l

i止以降の後rili材である。

毘瓦は鍛羽瓦に.Q{j福寺の鎌

倉荷主l!食堂と同形式の軒先瓦

が多 く践り，また大相I!の西.!t[

TL削除機の 2つの鬼瓦は興補

'W'北 I IJ 1:~ (fji:元4イ|・ 1210)と

同形式とみとめられる。

柱l/rJ装i出土iE而ι11火31/:]，背而11.1の1/:1.阿Ollnmll'の1/11を扉1-'とし，他は |二位とするo)Jjl口に

は内法1~ .j1 1 1を打ち. J也覆，ブ7立，相，辺付 J+;:居放を創iみ，小JIあ目的t土慌とし， 板YII.を内聞き

に m込む，辺イ、j に大きく陪戸而を取るのは珍 ら し L 、。 京側の五~仮は、IH)}のもので，珍らしい工

法のものである。

この本唯の各f.fIlの形式， 手法をみると，造'Zヨパや~r[架の形式. .1行や並木の附i而が円形で，柱

天のメL!沫の大きいこと等は天平H寺代の手法をよく表わしている。 しかし.IJ.J木と大斗の納まり

や. ljji.n辺付のrl;:戸間等に新しい手法がJlJI，、られ.J也霊木勾配もやや綬くなり， これらの特色
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新築f:m寺総合調査

を総合すると天平時代の末を中心とする頃に，その建立年代を推定することができょう。また

正面中央問を特に広く取り，母屋の架聞を3聞としていることは，仏像の安置と密接な関係が

考えられ，当初から仏堂であったことは疑いなく，簡素-な古代仏堂の好例と云えよう。今回の

調査によってこの堂の性格と沿革を一間切らかにすることが出来た。

地蔵堂 桁行 11首1，架聞 111，¥]'入母屋造，本瓦葺，妥入の小堂である。建立年代は，鹿長15

年(1610)修理11寺の棟木の挫書銘に文永 3年(1266)とあって，様式上も同年の建築と認められる。

市Ih部は円柱，側背面三方にJj斐長ポjI，四方内外に内法長押を打ち，柱上頭立に大仏様木』迭を付

ける。四方に後初iの飛立を通し，側面は塗込める。正面は連子欄l首l下をJ格子戸引迎いとし，他

の三方は土壁とする。組物は平三斗組，中M/iえは正側而が本誌Jl貨で，背面はIL¥J斗束である。 11汗

は二府で地垂木を繁垂木とし， 飛絡垂木は地垂木1木あきの疎垂木で， 中央のみ吹寄せとす

る。屋恨は入母屋造の本瓦葺で，斐自irrは家叉首である。

ililll部，軒，小屋，妻飾りともに当初音fi材をよく残すが，後世の改変も著しし、。

正而の連子側聞は当初の扉桃えの樹と三方幣車11 1を利用したもので， 上幣il~iJには扉の ililll釣金具担

当りがあり， 縦幣ililhの外側に沿って大商取の方立柱仕口がある。また両側而でも内法長f11'下而

に正而とほぼ同寸の幣市111痕跡があり，三方が扉であったことが分る。また，柱には四方に半長

手p痕跡と縁をめぐらせた跡があり，堂内は床張りであったことがわかる。

軒は当初のI~JI木によると ， 飛めも繁垂木で， 現状の i~:1 の出は地垂木， 飛め垂木ともにー支ず

つ切り縮められている。

小屋陥造は隅木に四天束を立てて叉首台を受け，叉首台両端に母屋桁を架け渡し，棟木は家

叉首上の斗で受けている。化粧隅木尻は現在側桁上に架けた井桁状の架で支えられているが，

もとは1:13:;)とで4本組合わせて栓で止めていた仕口が残る。椋木は盛長修理の取替え材で， 1封{

東，枯木も後補である。

第6図 J他);~&彼!京立国図

建立後のかなり早い時期に背面に鴨居を入れ

て引分戸とし，nの出を縮小して両側面の扉口
をMt.に改めたと思われる。更にのち，四方に飛

1'1を入れ，床，縁を撤去し，正面の幣取hを切っ

て鴨居を入れ，上に盲連子をほめ入んでいる。

この時期も切らかでないが，民長修理の頃と思

われる。方 1間の小堂であるが， 当初から木瓦

nであったようで，三方を扉口とする独特の形
式であり，五I!立年代及び後世の修理の状況も切

らかになった。鎌倉時代中~UJの特災な辿桝と認

められ，細部，手法もすぐれている。

(/向田英到 宮本長二日11)
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